
25
地域の「やってみたい」を応援する情報誌

まちのお店を応援しよう
コロナ禍で苦境に立たされている飲食店や商店。

今号では特に飲食店にフォーカス。そこには、地域や仲間とのつながりを礎に

工夫を重ね、懸命に模索を続ける店主たちがいました。

これまで地域のにぎわいや交流を支えてきた店の灯りを、今消すわけにはいきません…。



地
元
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
店
内
に
作
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
現
在
、
加
藤
さ
ん
、
芝
﨑
さ
ん

が
注
目
し
て
い
る
の
が
「
デ
リ
バ
リ
ー
」。

外
食
に
不
便
な
地
区
や
高
齢
者
の
集
う
場

所
に
「
食
の
楽
し
み
」
を
届
け
た
い
、
食

べ
物
以
外
に
見
守
り
確
認
な
ど
の
プ
ラ
ス

α
の
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
い
、
と
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
広
が
る
中
で
実
現
に
向
け
て

別
の
主
体
と
の
話
し
合
い
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
デ
リ
バ
リ
ー
は
、
地
域
課
題
解
決

の
手
掛
か
り
に
も
な
り
そ
う
で
す
。

変
わ
る
日
常
の
中
で

　

こ
の
春
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
、
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

長
期
の
自
粛
生
活
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
常
生
活
や
経
済
が
負
っ
た
傷
は
深
く
、

癒
え
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
。
そ
し
て
提
唱
さ
れ
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
で
は
、
私
た
ち
が
人
や
地
域

と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
交
流
を

支
え
て
き
た
飲
食
店
は
、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
ど
ん
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
2
0
0

店
舗
を
超
す
市
内
飲
食
店
の
中
か
ら
、
店

主
の
思
い
や
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

店
主
た
ち
の
模
索

　

四
街
道
駅
前
で
お
好
み
焼
き
店
を
営
む

加
藤
真
裕
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
売
り

上
げ
は
激
減
。
他
店
同
様
、
休
業
や
ア
ル

バ
イ
ト
店
員
の
一
時
帰
休
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
打
開
策
と
し
て
４
月
か
ら
ラ

ン
チ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
開
始
し
、
限
定

メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

窮
状
の
中
で
も
加
藤
さ
ん
が
大
切
に
し

た
の
は
「
つ
な
が
り
」。
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
四
街
道
グ

ル
メ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
仲
間

な
ど
に
声
を
掛
け
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に

共
同
広
告
を
出
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
顔

を
出
し
て
い
た
、
駅
前
の
飲
食
店
主
が
ま

ち
の
将
来
を
語
り
合
う
勉
強
会
へ
の
参
加

も
続
け
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
か
ら
ベ
ー
グ
ル
店
を
経
営
す

る
芝
﨑
正
和
さ
ん
は
、
別

の
視
点
か
ら
事
態
を
分

析
・
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
休

校
に
よ
っ
て
中
食
（
な
か

し
ょ
く
）
や
ラ
ン
チ
に
ス

ポ
ッ
ト
が
当
た
り
、
皆
さ

ん
が
地
元
で
お
金
を
使
う

こ
と
が
日
常
的
に
な
り
ま

し
た
。
今
日
は
ど
こ
で
買

お
う
か
…
と
」。
そ
こ
で

来
店
者
が
商
品
を
待
つ
時

間
に
注
目
し
、
行
き
場
を

失
っ
た
給
食
用
の
野
菜
や

に
ぎ
わ
い
を
支
え
て
き
た

飲
食
店
の
取
り
組
み

テイクアウト共同企画イベントの手伝いをする子どもたち



　「ウィズコロナ」。人々や地域の中で交わりながら緊

密な関係をつくる時代から、「個」でいることが基本に

なる時代へと移っていくといわれています。

　一人だけれど、心はつながっていたい―これからの

私たちの願いに「食」は重要な役割を担ってくれるは

ずです。おいしいものは私たちを元気にしてくれます。

人や地域がつながるための話題を提供し、きたるべき

新しい日常を生きていくための糧になります。

　取材した皆さんは、以前から顧客を仲間を、そして

地域を大切にしてきました。日頃から築いてきたつな

がりが、テイクアウトやその共同企画、そして「よつ

まちマルシェ　さきめし四街道」の活動の礎となり、

継続する力の源になっています。

　コロナ禍で大変な状況にあっても、このまちには「地

域をつないでいきたい」「四街道をおいしいもの、笑顔

があふれるまちにしたい」と気概に満ちた店主たちが

いるのです。

　あなたの好きな店、身近な店を応援しませんか。

　

四
街
道
の
飲
食
店
や
店
舗
は
、
か
つ
て

の
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
と

店
舗
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
加
藤
さ
ん

た
ち
の
勉
強
会
で
は
、
人
と
ま
ち
を
笑
顔

で
つ
な
ぐ
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う
こ
と
に
な
り
、
今
年
2
月
、
駅

前
で
「
チ
キ
チ
キ
サ
タ
デ
イ
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
さ
ば

い
た
鶏
肉
を
共
通
材
料
に
し
て
、
近
隣
の

飲
食
店
が
腕
を
振
る
い
あ
っ
た
弁
当
を
販

売
し
ま
す
。
個
性
豊
か
な
内
容
と
味
で
た

ち
ま
ち
人
気
と
な
り
、
直
後
の
自
粛
生
活

も
相
ま
っ
て
、
現
在
は
近
隣
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
6
月
に
は
イ
タ
リ
ア
料
理
店
と

和
菓
子
店
が
「
楽
し
い
ヒ
ト
ト
キ
♡
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
同
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
企

画
を
開
催
。
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
S
N
S
で
情
報
発
信
し
た
と

こ
ろ
、
雨
の
日
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
開
店
準
備
や
会
計
を
助
け
合
う
店

主
や
子
ど
も
た
ち
の
お
手
伝
い
チ
ー
ム
の

奮
闘
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
日
頃
か
ら
商
い

を
越
え
た
温
か
な
交
流
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
夏
「
後
で
食
べ
に
行
く

よ
！
だ
か
ら
こ
の
苦
し
い
時
期
を
み
ん
な

で
一
緒
に
乗
り
越
え
よ
う
」
と
駅
前
の
飲

食
店
を
中
心
に
結
成
し
た
「
よ
つ
ま
ち

L
a
b
o
」
が
、
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

受
け
、市
内
の
飲
食
店
舗
応
援
サ
イ
ト「
よ

つ
ま
ち
マ
ル
シ
ェ　

さ
き
め
し
四
街
道
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
利
用
者
が
食
事
代

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
で
先
払
い
す
れ

ば
、
店
舗
は
早
目
に
資
金
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

サ
イ
ト
運
営
の
代
表
を
務
め
る
の
は
先

述
の
芝
﨑
さ
ん
。「
市
内
の
店
舗
が
出
そ

ろ
っ
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と

一
体
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
サ

イ
ト
開
設
を
機
会
に
、
み
ん
な
で
四
街
道

の
お
い
し
い
を
共
に
守
っ
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
」

「おいしい」で

地域をつなごう

好きな店を応援しませんか

さまざまな弁当が店頭を彩ったチキチキサタデイ

よつまちマルシェ
さきめし四街道
http://4machi.com/



　四街道市みんなで地域づくり事業提案制度「コラボ四街道」を活用した地域づくり

や地域の課題解決を図るための学びの場「コラボ塾」を開催します。春から続く自粛

のなかで停滞している活動。不安を減らし、新たな地域課題にも取り組めるようコラ

ボ四街道採択事業の紹介も交えて学び合います。

日時　：①9月3日（木）　②9月17日（木）　③10月1日（木）

　　　　④10月15日（木）　⑤令和3年1月21日（木）

　　　　いずれも9:30-12:00

場所　：①四街道市文化センター 203号室

　　　　②～⑤みんなで地域づくりセンター

内容　：①公開講座「コロナ禍でのこれからのボランティア活動を考える」

　　　　②～⑤企画提案のためのアイデア出し、ニーズの把握、

　　　　　　　提案書の書き方、模擬プレゼンテーションなど

参加費：無料

市民団体スキルアップ講座

市民団体の寄付集め

～お金だけでなく、想いも集める～

　6月20日、7月4日にファンドレイザ

ーの関 雄（せき ゆう）さんを講師に迎

えて市民団体の寄付集めの講座を開催。

1日目17人、2日目21人が参加しました。

　1日目はそれぞれの団体が「寄付を集

める目的を明確にすること」「支援者へ

寄付がどのように地域の役に立ったのか

感謝とともに伝えること」が寄付集めの

ポイントとなることを学びました。また

寄付を集めるツールの紹介があり、それ

ぞれの特徴を知ることができました。

　2日目は身近にいる支援者を募るため

にはどうしたらよいか、グループワーク

を行いました。自分の団体の情報基本シ

ートを作成し、支援者とコンタクトを取

るために適切なツールは何かを近くの席

の人と話し合いました。

　講座終了後はこれからの資金調達につ

いて、伴走支援を視野に入れた個別相談

会を行いました。

　参加者からは「寄付集めのイメージが

ついた」「シートを書き込みながら、隣

の人たちと話したことで気づきがあっ

た」等の感想が寄せられました。

　すでに活動されている人にとっても今

までの振り返りの機会となったようです。

ピックアップ①

ピックアップ②

Zoom座談会

「今を語り、明日をつくろう」

令和2年度 コラボ塾

～地域に元気をつくりだす！～

を開催します

　コロナ禍により市民のみなさんが感じ

ていること、そして地域で何ができるの

か…そんな思いを共有するため、オンラ

インの座談会を開催しました。

　まずは「思いを分かち合う」をテーマ

に5月中旬に2回開催。合計17人が参

加しました。普段はセンターへの来所が

難しい人の参加もあり、その結果年齢層

も広く、活発な意見交換となりました。

　コロナウイルスの影響もまだまだある

中前向きな発言が多く、地域の人とつな

がり続けるための新たなツールや情報発

信を！という意見や安心安全な居場所の

情報やアイデアも伺うことができました。

　次に「地域のために思いを結ぶ」をテ

ーマに6月初旬に2回、地域活動を実践

している11人による座談会を行いまし

た。それぞれが実践者としてアイデアを

出し合い、それを深めていきました。

　座談会終了後、大学生がWEBで発信

している「よつまちラジオ」を市内の飲

食店で流すなど、参加者同士の新たなつ

ながりや取り組みもスタートしています。

　さまざまな立場の人との場の共有は新

たな視野の広がりにつながり、その可能

性を感じた座談会となりました。

おしらせ

編集・発行：四街道市みんなで地域づくりセンター（四街道市政策推進課分室）

所在地：四街道市大日396　四街道市文化センター 1階

開館日時：火-金9：00-20：00／土9：00-17：00（休館は日・月・祝日・年末年始）

電話：043（304）7065　メール：info@minnade.org

発行日：令和2年9月1日　発行部数：4500部

みんなで25号

表紙の写真：テイクアウト共同企画を

実施した「GOCHI」と「IZUMINO」の

皆さん

参加申し込み・問い合わせは

下記みんなで地域づくり
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